
３０年度最終号です。

道標ない旅269 平成３１年３月２６日（地域版第１３号）

“２６9”とは南郷中の全校生徒数です 校長 益田 孝彦 ８７５－９４９４

◆◆ 第３８回卒業式での「ＰＴＡ代表グループ」の言葉を紹介します。 ◆◆

ＰＴＡ代表グループのスピーチが子供たちに届けるべき大変重要で、素敵なメッセージでしたの
で、この紙面を使って紹介します。

卒業生のみなさん、保護者の皆様、ご卒業おめでとうございます。PTAを代表いたしま
して、また、卒業生の母としてご挨拶させていただきます。
本日はお忙しい中、ご臨席頂きました多くのご来賓の皆様、日頃より南郷中学校の子

供たちを暖かく見守ってくださり、本当にありがとうございます。今日こうして、3年生
の大きな節目の日を一緒にお祝いしていただけますこと、改めて御礼申し上げます。
校長先生、教頭先生を始めとする先生方、3年間大変お世話になりました。クラスや教

科、行事や部活で、悩み、苛立ち、素直になれない時も全力で受け止め、一方ためらう
ときには背中を押して、子供たちに向き合ってくださいました。そのすべてが、子供た
ちのより良い明日を願ってのご指導であったと信じています。本当にありがとうござい
ました。
卒業生の皆さん、3年間本当によく頑張って学校に通いましたね。玄関を出ると雨が降

っていて、車で送るとか送らないとか、お家の人を巻き込んで、バタバタした朝もあっ
たでしょう。部活やクラスで悔しいことや理不尽なことがあり、ささくれだった気持ち
で坂を下った日があったかもしれません。これまで当たり前だった通学路やバス停を通
る毎日も今日でおしまいです。皆さんは、ここ南郷中学校から巣立っていくのです。
巣立ちにあたり、卒業生の皆さん、そして保護者の皆様にも是非、心に留めておいて

ほしい言葉が2つあります。1つ目は「デジタルタトゥー」という言葉です。耳にされた
ことがあるでしょうか?
写真、動画、個人情報など、ネット上で一度公開してしまったものは、他者の複製・

拡散により、投稿者本人の手を離れ、コントロールすることが困難になります。10年後、
20年後も検索すれば出てきてしまうんです。これを「一生消えない」という意味で「デ
ジタルタトゥー」と呼ぶそうです。
今では就職の際に、応募してきた学生の名前をネット検索する企業も増えているそう

です。InstagramやTwitter、ティックトックなどのSNSを、もうすでにやっていたりこれ
から始める人もいると思います。自分自身だけでなく、家族や友人など大切な人を、そ
んなつもりはなかったのに、悲しませたり、傷つけてしまうことにならないように、投
稿や共有のボタンを押す前に、どうか「デジタルタトゥー」という言葉を思い出してく
ださい。お願いします。
そして、2つ目の言葉は「セイフティ ブランケット」です。今回、ほとんどのみなさ

んが受験を経験したと思います。試験問題や面接官を前にして、自分は1人だ、1人で戦
わなくてはいけない、と感じたのではないでしょうか?確かに、物理的にそこにいるのは
自分1人だったはずです。でも、心の中で後ろを振り返ったとき、そこには、家族、先生、
友達、部活の仲間、後輩、塾の先生、おじいちゃんやおばあちゃん、そんな自分だけの
応援団がきっと見えたはずです。
皆さんは、どんな時も決して1人ではありません。この先も辛い時、うまくいかない時、

悔しい時、いろいろあると思います。そんな時に、心の中で浮かべると、ふっと心が温
かくなるもの、それが「セイフティ ブランケット」です。赤ちゃんが眠るときにかけ
ると安心する毛布と同じです。家族の笑顔、友達がかけてくれた言葉、大好きなペット、
あかね色に染まる森戸海岸の夕焼けなど、どんなものでもいいので、ぜひ、皆さんの心
をあたためてくれる「セイフティ ブランケット」を持っていて欲しいなと思います。
最後に皆さんにお願いがあります。ここにいらっしゃる来賓のみなさんやFCCでお世話

になった地域の方々、そして保護者席に座っているお父さんやお母さんたちに、駅や道
であったら、どうか恥ずかしがらずに挨拶をしてください。地元の子供たちから、我が
子の友達から、挨拶をされるのは本当に嬉しいことなのです。私も皆さんを見かけたら、
声をかけたり手を振りたいと思います。そうして、葉山全体が、皆さんを温かく包み込
む、大きな毛布になるといいなと思います。
卒業生のみなさん、本当に卒業おめでとう。これからもずっと見守っています。

生徒にはもちろんのこと、来賓の方々はじめ、参加された方々の心を打つスピーチでした。私も
葉山全体が温かく包み込む、大きな毛布になるといいなと願いました。

回覧



◆◆ 卒業生１０３名が、すばらしい校歌と共に立派に巣立っていきました。 ◆◆

コロボックルや優しい自
然が「セイフティ ブランケ
ット」だったのかもしれま
せん。１０３名の卒業生は、
在校生と織りなす感動的な
校歌を歌い上げ、大変立派
な姿で、本校を卒業してい

きました。卒業生の行く末に、幸多かれと心から祈念致しました。この歌声を新たな手がかり（目
標）に、次の世代の活躍が始まろうとしています。新生南郷中へも沢山のご支援ご声援お願い申し
上げます。

◆◆ ２/２２に実施した、１学年・２学年の校外学習の感想を１つずつ紹介します。 ◆◆

南郷中学校では、３学年を通して平和学習を行い、「戦争」と「平和」を考えることを通し、平
和を希求できる人を育てようとしています。今回は明治大学生田キャンパスにある「登戸研究所資
料館」を訪れた生徒の感想を紹介します。

◆◆ 来年度の夏休みの終わりが早まります。 ◆◆

次年度は、１０連休のＧＷ化と、１０／２２即位の礼で、授業日数が例年より減ってしまいます。
本校での分析の結果、少なくとも２日間の確保に努める必要があります。このことを受け、次年度
（２０１９年）の夏休みの終わりは、８／２６とし、８月２７日（火）より、授業を行います。
すでに、近隣の横須賀市等では、常態化している夏休み・冬休みの短縮ではありますが、南郷中の
実践としては、慣れない本年度より２日間早い授業再開となりますので、気をつけてください。
なお、葉山中は合唱祭の関係で、８／２８再開で、秋休みは１日削った３日間とのことです。本

校は、後期への切り替えのための秋休みは従来通り４日間で実施します。両校授業日数は同じです
が、課業日がずれる結果となりました。何卒ご留意ください。
確認となりますが、
本校の夏期休業は ７／２０～８／２６ ８/２７から授業 です。また、秋休みは
１０／１０前期終業式 １０／１１～１０／１４（秋休み） １０／１５後期始業式 です。

１年Ｂ組 山内 うた
「大人には話したくないが、高校生（中学生）の君たちには話そう」という言葉を聞いて、戦争を体験

した人だからこそ、平和についてしっかり次の世代の人たちに理解してほしい、知って欲しいという気持
ちがよく伝わってくる言葉だと思った。戦争の辛さ、悲しさ、痛さ、怖さがよく伝わってくる展示品や展
示室、ちょうど私がいたところでも悲惨で卑きょうな研究、実験が行われ、それを使って何千人、何万人
も１度に殺していたと思うと、戦争は二度としてはならないのだと誰もが思うと思う。それでもそんな事
は頭になく、ただ勝つことだけを考えている人はまだこの世界にたくさんいる。だからといって日本も戦
争していいわけではないし、全ての世界もあってはならない。このことを理解し、誰もが平和を願う世界
になってほしいと改めて思った。
この校外学習を通して、平和についてたくさんのことを学ぶことができた。そしてもう一つ大事なこと

を学んだ。それは集団行動だ。校外へ出かけるのが初めてで、少し不安のこともあったけど、みんながみ
んな時間をしっかり見て行動し、代議員や先生の話をよく聞いて、協力することができていたと思う。こ
れから先まだまだこの学年で、東京班別行動や修学旅行があるので、みんなで協力して社会に出るため、
自分たちのためだと思って続けていけるようにしたい。

２年Ｃ組 網野 くるみ

私は今回事前学習を通して登戸研究所の存在を初めて知りました。今まで見てきた表向きの戦争は、こ
のような裏での研究で成り立っていたということも知りました。様々な研究の中で風船爆弾というものが
ありました。風船爆弾という言葉自体は聞いたことがありましたが、実際にどのように使われていたのか
は知らなかったので説明を聞き、詳しく知ることができました。また偽札をばらまくと言う作戦には驚き
ました。偽札を作るために研究を繰り返し、最終的には本物そっくりに作り上げていたことを知って、す
ごいなと感心するとともに、勝つために犯罪までも犯してしまう人間、またそんな人間を作り上げてしま
う戦争はとても怖いと感じました。このことから私は、人間の知恵を戦争何かに使うのではなくて、平和
な未来のために使うべきだと思いました。戦争しても何の意味がないということを考えればすぐにわかり
ます。そんな意味のないことに気をつかっても、人を傷つけるだけだと私は思います。人を傷つけるもの
ではなく、皆が笑っていられるためにはどうすればいいか、一人一人が知恵を絞って考えることが、群読
でもあった「一歩ふみだすこと」につながっていくと思います。そのために私は学校の平和学習で学んだ
こと、これから新たに学ぶ事から目をそらさず、なぜそうなってしまったのか、どうしたらそうならない
で済むか考えていきたいです。平和な未来に一歩でも近づけるように。


